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トピックス4　船舶航行時の海水抵抗を低減する空気潤滑システム
国際的な船舶運航に伴うCO2排出量は、2007年には 1990年比で約 2倍に増加しており、今後も増
え続けると予想されているため、国際海事機関において船舶のエネルギー効率改善義務化によるCO2
排出量削減が議論されている。日本郵船（株）と三菱重工業（株）は、海上輸送におけるエネルギー効率改
善策として共同開発した「空気潤滑システム」の実証試験を行うと発表した。このシステムは、船底に空気
を送り込み、均一な気泡層を形成して船舶と海水の摩擦抵抗を低減するもので、エネルギー効率の改善
により約 10％の CO2削減が見込まれている。システムを搭載した 2隻のモジュール船によりCO2削減
効果を実証して、実運用に移行する計画である。
国際的な船舶運航に伴うCO2 排出量は、2007 年の
全世界の排出量の 2.7％であるが、1990 年比では約 2
倍に増加しており、新興国や途上国の経済成長に伴い、
今後も増え続けると予想されている。そのため、国際
海事機関において船舶のエネルギー効率改善義務化
による CO2 排出量削減が議論されている。
我が国では直接的な CO2 排出量削減対策として、
船舶燃料として一般的なＣ重油から炭素量の少ない
LNG への燃料転換、停泊時などの陸上からの給電や
太陽電池の利用による CO2 排出原単位低減策などが
検討されている。一方、エネルギー効率改善による
CO2 排出量削減対策としては、船体設計の最適化、
プロペラ推進効率の改善などの研究開発が実施されて
いる。船舶が消費する燃料の大部分は航行時に発生
する抵抗に費やされるため、空気抵抗や造波抵抗など
を含めた全抵抗成分の 50 ～ 80％にあたる海水との摩
擦抵抗を低減することが、エネルギー効率改善上、特
に重要であり、摩擦低減塗料や船底表面加工など多く
の開発が進められている1 ～ 3）。
2010 年2月24日、日本郵船（株）と三菱重工業（株）は、
海上輸送におけるエネルギー効率改善策として共同開
発した「空気潤滑システム」の実証試験を行うと発表し
た 4）。
開発したシステムは、送風機により加圧された空気
を船底に送り込み、航行速度や姿勢に合わせて均一
に噴き出すように制御し、船底を微細な気泡の層で覆
うことで摩擦抵抗を低減する（図表）。このシステムに
より、エネルギー効率が改善され、約 10％の CO2 削
減が見込まれている。壁面を均一な気泡層で覆うこと
により摩擦抵抗が低減することは古くから知られてい
たが、実際の船舶に適用できるシステムの開発は、世
界初となる。
2010 年 3 月および 11 月竣工する本システムを搭載し
た 2 隻のモジュール船注）で実証試験を行う。モジュー
ル船は、大型船の中では幅広で喫水が浅いという特
徴があり、送気動力も小さく、空気層が船底に滞留し
やすいため、本システムの検証に適している。実証試
験では、送り込む空気量、各種運航・気象条件など 
におけるエネルギー効率改善効果を確認し、所期の 
CO2 排出量削減効果を実証して実運用に移行する計
画である。
なお、本実証試験は国土交通省の平成 21 年度「船
舶からの CO2 削減技術開発支援事業」の補助対象事
業に選定されている。
注：各種プラントなどを数千トン規模のプレハブ構造物に
分別して、海上輸送する特殊重量物輸送船。
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図表　空気潤滑システムの稼動イメージ
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